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福
祉
環
境
常
任
委
員
会

　

消
防
行
政
に
つ
い
て
、
２
年
余
に
わ

た
っ
て
本
市
と
草
加
市
の
両
消
防
本
部

が
中
心
に
な
り
話
し
合
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
27
年
10
月
１
日
、
草
加
八
潮

消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
、
管
理
者
で
あ

る
草
加
市
長
よ
り
消
防
職
員
７
名
が
併

任
辞
令
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
10
月
７
日
に
は
、
１
１

９
番
通
報
の
着
替
工
事
が
完
了
し
、
本

市
と
草
加
市
の
指
令
装
置
等
の
共
同
使

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
消
防

行
政
に
期
待
し
ま
す
。

議会報編集委員会から

編 集
後 記

（
豊
田
吉
雄
）

特
別
委
員
会
関
係

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）の
分
割
付

託
１
議
案
、そ
の
他
の
９
議
案
の
あ
わ

せ
て
10
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

八
潮
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
は
、
意
見

と
し
て
「
八
潮
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
反
対
の
立
場

か
ら
討
論
し
ま
す
。
今
回
の
改
正
は
、

月
の
途
中
で
の
公
共
下
水
道
の
使
用
、

開
始
、
休
止
し
た
場
合
の
使
用
料
の

算
定
と
水
道
使
用
料
算
定
と
の
整
合

を
図
る
と
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

公
衆
浴
場
汚
水
に
つ
い
て
の
規
定
な

ど
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
時

に
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
を
目

指
す
た
め
と
し
て
、
平
成
26
年
４
月

の
消
費
税
５
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
８
パ

ー
セ
ン
ト
の
値
上
げ
に
よ
る
使
用
料

金
増
に
つ
い
で
、今
回
、下
水
道
使
用

料
の
値
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
家
庭
で
月
20
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用

で
は
、
現
行
１
６
６
３
円
か
ら
改
定

後
に
は
税
込
み
１
９
４
４
円
で
示
さ

れ
、
１
カ
月
２
８
１
円
の
値
上
げ
で
、

年
間
３
３
７
２
円
の
負
担
増
と
な
り

ま
す
。
市
全
体
の
増
収
分
が
約
７
０

０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

中
川
流
域
下
水
道
負
担
金
が
消
費
税

増
額
等
に
よ
り
、  

８
面
に　
続
く

　
７
面
か
ら　
続
く

平
成
25
年
度
よ
り
平
成
26
年
度
が
約

３
９
１
０
万
円
の
増
加
と
な
り
今
回

の
値
上
げ
分
の
６
割
に
当
た
り
ま
す
。

こ
う
し
た
値
上
げ
の
連
鎖
は
や
め
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
下
水

道
へ
の
接
続
率
、
水
洗
化
率
を
見
る

と
、
平
成
25
年
度
決
算
で
は
91
・
２

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
26
年
度
決
算
で
は
88
・
６
パ
ー
セ

ン
ト
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。
供
用
開

始
区
域
が
広
が
っ
た
と
は
い
え
、
水

洗
化
率
を
上
げ
て
使
用
料
収
益
を
増

加
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
今
求
め
ら

れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
人
に
接
続
し
や
す
く
す
る
た

め
に
も
、
使
用
料
値
上
げ
は
障
害
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ

っ
て
、
こ
の
条
例
に
反
対
す
る
も
の

で
す
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

10
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）の
分
割
付

託
１
議
案
、
そ
の
他
13
議
案
の
あ
わ

せ
て
14
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

八
潮
市
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
は
、

意
見
と
し
て
「
八
潮
市
自
転
車
の
安

全
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行

い
ま
す
。
自
転
車
は
地
球
環
境
に
も

や
さ
し
く
、
健
康
増
進
に
も
役
立
つ

手
軽
で
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
転
車
は
、
運
転
免
許
証
が

不
要
な
こ
と
か
ら
、
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
ず
、
自
転
車
の
利

用
者
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
、

あ
る
い
は
、
自
転
車
利
用
者
が
歩
行

者
な
ど
を
負
傷
さ
せ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

事
故
の
加
害
者
が
多
額
の
損
害
賠
償

責
任
を
負
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
自
転

車
利
用
者
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

マ
ナ
ー
の
向
上
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な

中
、
本
市
で
は
、
平
坦
な
地
形
な
ど

か
ら
、
自
転
車
の
利
用
が
多
い
状
況

に
あ
る
一
方
で
、
自
転
車
が
安
全
に

走
行
で
き
る
道
路
環
境
が
十
分
に
整

備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
側
面
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
に
よ
る
交

通
事
故
死
傷
者
数
は
、
平
成
24
年
が

２
１
２
人
、
平
成
25
年
が
２
１
０
人
、

平
成
26
年
が
１
９
５
人
と
少
し
ず
つ

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
１
万
人

当
た
り
の
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故

死
傷
者
数
が
、
埼
玉
県
内
の
市
町
村

の
中
で
、
平
成
24
年
、
平
成
25
年
、

平
成
26
年
と
も
に
、
ワ
ー
ス
ト
１
位

と
い
う
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

八
潮
市
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
自
転

車
の
安
全
な
利
用
を
推
進
し
、
交
通

事
故
防
止
を
図
る
た
め
に
、
市
、
警

察
、
市
民
、
自
転
車
利
用
者
、
事
業

者
及
び
関
係
団
体
が
、
日
頃
か
ら
連

携
協
力
し
、
自
転
車
交
通
事
故
撲
滅

の
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
大
変

意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
高
く
評

価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

条
例
の
中
を
確
認
す
る
と
、
大
半
が

「
努
力
規
定
」
と
な
っ
て
お
り
、
条

例
制
定
後
、
条
例
の
実
効
性
を
高
め

る
こ
と
を
考
慮
し
た
場
合
、
弱
い
表

現
が
多
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
、
市
の
責
務
で
も
あ
る
「
道
路

環
境
等
の
整
備
、
財
政
上
の
措
置
」

の
部
分
で
も
、
「
努
力
規
定
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
市
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
開
業
に
伴
い
、
人
口
が

増
加
し
、
税
収
も
増
加
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
都
市

基
盤
の
整
備
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

多
様
化
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
自
転
車

が
安
全
に
走
行
で
き
る
道
路
環
境
等

の
整
備
の
た
め
に
、
財
政
上
の
措
置

を
い
か
に
担
保
す
る
の
か
、
こ
の
条

例
の
一
番
の
勘
所
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
条
例
制

定
は
、
「
ゴ
ー
ル
」
で
は
な
く
、
目

的
達
成
の
た
め
の
、
一
つ
の
「
手

段
」
で
あ
り
ま
す
。
制
定
後
は
、
担

当
部
署
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、

条
例
の
目
的
が
達
成
出
来
る
よ
う
に
、

明
確
な
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
て
、

様
々
な
施
策
が
効
率
的
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
十
分
な
財
政
上
の
措
置

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
、

賛
成
討
論
を
い
た
し
ま
す
」
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
で
は
、
意
見
と
し
て
「
申
請

期
限
の
延
長
に
つ
い
て
は
歓
迎
で
き

る
も
の
で
す
が
、
申
請
書
へ
の
個
人

番
号
の
追
加
に
つ
い
て
は
、
認
め
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
は
、
避
け
ら
れ
な
い
リ

ス
ク
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
情
報
漏
え
い
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
完
全
に
防
ぐ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
不
可
能
と
政
府
も

認
め
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
意

図
的
に
情
報
を
盗
み
売
る
人
間
が
い

る
こ
と
、
成
り
す
ま
し
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
番
号
制
度
そ
の
も
の
を
廃
止

し
な
い
限
り
、
漏
え
い
等
の
危
険
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
今
議
会
に
は
同

様
の
改
正
が
議
案
第
１
０
７
号
、
第

１
０
９
号
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
趣

旨
に
よ
り
反
対
の
意
見
と
し
ま
す
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

14
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
　

平
成
27
年
12
月
１
日
、
市
の
公
共

施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管

理
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査

検
討
す
る
た
め
「
公
共
施
設
等
調
査

特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
特
別
委
員
会
は
10
名
の

議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
月
９
日
に
八
潮
市
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
執
行

部
よ
り
説
明
を
受
け
、
質
疑
等
を
行

い
ま
し
た
。

委
員
長
＝
荻
野
清
晴

副
委
員
長
＝
武
之
内
清
久

委
員
＝
髙
波
幸
雄
、
林
雄
一
、
篠
原

亮
太
、
寺
原
一
行
、
郡
司
伶
子
、
岡

部
一
正
、
朝
田
和
宏
、
森
下
純
三

■
宇
宙
船
地
球
号
を
守
る
為
の
陳

情
・
地
球
社
会
建
設
決
議
陳
情
書

陳
情
者
住
所　

横
浜
市
中
区
本
郷
町

３―

２
８
７

陳
情
者　

荒
木　

實

■
八
潮
市
公
的
審
議
会
等
委
員
へ
の

公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
会
員
の
登
用
に
関
す
る
件

な
ど
の
陳
情
書

陳
情
者
住
所　

草
加
市
稲
荷
３―

18

―

２
陳
情
者　

埼
玉
県
不
動
産
政
治
連
盟

埼
玉
東
地
区　

地
区
長　

河
井
孝
夫

■
公
立
図
書
館
に
お
け
る
青
少
年
の

健
全
た
る
育
成
等
を
阻
害
す
る
図
書

の
排
除
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者
住
所　

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
倉

松
一
丁
目
７
番
27
号

陳
情
者　

小
畑
孝
平

■
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
代
替

施
設
建
設
の
早
期
実
現
、
沖
縄
米
軍

基
地
の
整
理
縮
小
及
び
負
担
軽
減
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳

情陳
情
者　

名
護
市
議
会
議
員　

宮
城

安
秀

■
消
費
税
率
引
上
げ
中
止
の
意
見
書

提
出
求
め
る
陳
情

陳
情
者
住
所　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
10
番
11
号　

第
一
木
村

ビ
ル
３
階

陳
情
者　

代
表
委
員　

伊
藤　

稔　

他
２
名

陳
情


